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水田仮説(Ⅱ)：水田1haの持続可能な生産性は、
　　　　　　

 

10-15haの焼畑農地に相当する。
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水田仮説(Ⅰ)：アフリカの緑の革命は生態環境の改良、
　　　　　　　水田エコテクノロジーが牽引する。

水田の適地適田開発と管理法の確立水田の適地適田開発と管理法の確立
（各１００ｈａ規模／ガーナ・ナイジェリア）（各１００ｈａ規模／ガーナ・ナイジェリア）

水田開発を促進する土地システムの調整水田開発を促進する土地システムの調整
（多様な社会・経済・歴史条件と土地システム）（多様な社会・経済・歴史条件と土地システム）

アフリカ農民の自力による水田開発と水田稲作の展開アフリカ農民の自力による水田開発と水田稲作の展開
アフリカ型里山集水域のモデルの創造アフリカ型里山集水域のモデルの創造

アクションリサーチの概要アクションリサーチの概要

アフリカ型里山創造：集水域ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ

農民手作りの里山水田

＜＜最終的な目標最終的な目標＞西アフリカ全体で＞西アフリカ全体で2,0002,000万万hahaの持続可能な水田システム開発にの持続可能な水田システム開発に

 

よる１億ｔの米増産と数億よる１億ｔの米増産と数億hahaの森林の再生による地球温暖化防止の森林の再生による地球温暖化防止

国連ミレニアムビレッジ

 

/ 世界銀行 / JICA などと連携
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詳しくは詳しくはhttp://www.http://www.kinkikinki--ecotechecotech..jpjp//をご覧ください。をご覧ください。

適切な訓練によってアフリカ農民自身によ

 

る水田の自力開発が可能
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WARDAとの連携：

 

水田稲作推進
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